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研究成果の概要（和文）：本研究は，都市域突発性災害発生直後に、被災者緊急避難を支援する

非常時情報通信（ERUC）システムの開発を目指し、以下の成果を得た。 

１）SVM（サポート・ベクター・マシン）を基本に、その時系列処理の課題を解決するため新

たにバッファリング SVM の提案と、時系列データをフーリエ変換処理することで、 

災害発生の検知機能・種類識別機能を実現した。 

２）開発した上記の新機能を組み込んだ ERESS 端末プロトタイプ V．３を作成し、災害時緊

急避難シミュレーション実験によりその有効性を検証・確認した。 

 

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to develop a new security IT system 

named ERESS(Emergency Rescue Evacuation Support System) for Panic-type serious 

disaster in urban area. The researchers have obtained the following results by 3 years 

project.  1) We have presented a new algorithm to identify when, what, and where serious 

disasters are happening in few 10 seconds.  2) We have developed pre-ERESS terminals 

(ERESS prototype V.3) which install the above function.  3) We have verified the validity 

of the pre-ERESS through several emergency evacuation experiments in the athletic 

stadium of the Kansai University, Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

都市域の多くの人々が密集した閉空間（大
型ショッピングエリア、駅・空港、地下街、
キャンパス、スポーツ・イベント会場など）
において火災・爆発・無差別テロなどの大規
模な突発性災害が発生した時、高々数分以内
に災害現場から緊急避難できるかどうかが、

被災者の生死を分けるとされている。災害現
場に偶然遭遇した被災者は一般にパニック
状態となり、脱出に要する情報獲得も困難で
ある。本研究は、このような都市域において
突発的かつ生死に関わる重大災害発生直後
に、まず発生現場から被災者を迅速に緊急避
難させるという、全く新しい（即時に災害に
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対応する）応災型情報通信システムの開発を
目指した。当該システムの要素技術開発は、
これまで既に１０年程度実施しており、本研
究において動作可能なプロトタイプシステ
ムを試作し、本研究の実現可能性を検証した
いと考えた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、都市域で大規模な突発性
災害が発生した時、災害発生直後の１０～３
０秒以内に、災害現場に遭遇して生死の危機
に直面した被災者に、どのような災害がどこ
で発生しており、どのように避難すればいい
かという救命のための重要な情報を提供可
能とする緊急避難支援システム（ERESS：
Emergency Rescue Evacuation Support 
System）を開発することである。具体的には、
災害現場で避難を試みている多くの被災者
の時々刻々の動きや位置などをセンサーな
どで自動的に収集し、無線アドホックネット
ワークを介して被災者間で情報を共有・処理
し、災害の発生とその位置や災害状況・種類
の自動的機械的な特定を試み、一部の脱出成
功者情報や非常口など盲点となりやすい脱
出可能経路情報を瞬時（数秒～数 10秒程度）
に獲得し、災害発生状況、被災者の分布、脱
出手段・方法表示、経路誘導などを瞬時に可
能とする、即時応災型情報通信システムの実
現を図るものである。 

 

３．研究の方法 

本研究は，都市域突発性災害発生直後に、
被災者緊急避難を支援する非常時情報通信
（ERUC）システムの開発を目指す。これは
災害直後の数秒から 10 数分程度までの、消
防や警察・保安員など救助隊が到着するまで
の救助空白時間帯において，従来技術的に支
援不可能とされていた被災者の緊急脱出や
救助情報表示などの支援を行ない、犠牲者の
極小化を図るものである。このためまずパニ
ック型災害発生時において、まず災害発生そ
のものの検出、発生位置や災害種類の特定を
自動的に行うアルゴリズムを開発する。次に
アルゴリズムや通信機能を実装した ERESS

端末の基本プロトタイプ機（試作機）の製作
を行う。開発システムの有効性を検証するた
め、仮想的に都市域構造体モデルを構築し、
パニック型災害時避難シミュレーション実
験を行ない、緊急避難への効果を定量的に検
証する。これらと並行して、ERESS を被災
者支援のより実用的・効果的なシステムとす
る要素技術として、a）情報化車両を活用し
た局所ネットワーク構築、b)RFID などを応
用した被災者位置認識の実現を試みる。 

 

４．研究成果 
本研究は，火災・爆発・地震や無差別殺傷

テロなど都市域において突発的でパニック
を誘引する災害発生直後高々数１０秒以内
に，発生現場から被災者の緊急避難を支援す
るという，応災型情報通信システムの開発を
目的とする。一般に突発性重大災害発生時に
は，高々数分以内に災害現場から緊急避難で
きるかどうかが被災者の生死を分ける，と言
われている．本研究では，本研究で開発した
ERESS 端末を被災者が保持していることに
より、災害現場の被災者の位置や時々刻々の
動きを無線アドホックネットワークで被災
者間の ERESS 端末で共有し、得られた各種
データを開発するアルゴリズムを用いてリ
アルタイムに処理することにより、災害発生
位置や災害状況・種類の特定を行い避難経路
情報を瞬時（高々数 10 秒程度以内）に獲得
し，被災者の救援や脱出経路誘導などを行う
ことをねらいとしている。このため最も重要
となる,パニック型災害発生時の発生位置と
災害種類を特定する特別なアルゴリズム開
発を中心として行った。収集した被災者の
時々刻々の動きを、SVM（サポート・ベクタ
ー・マシン）をベースに，災害の発生を自動
的に検出するアルゴリズムの開発を行った。
特に SVM は瞬時的データの瞬間値の識別機
能しか有さないという欠陥を補うため、新た
に以下の２つの新しい機能を開発した。 

１）取得したデータの時間相関性を利用して、
数秒のデータを蓄積することにより災害判
定精度を向上させる、バッファリング SVM

を新たに提案。 

２）被災者の動きのデータという時系列デー
タを瞬時毎に個別識別するのではなく、フー
リエ変換を導入して一定時間幅の動きデー
タを周波数領域に変換し、動き周波数波形デ
ータ解析の導入。 

これら新機能をシステムに統合した新た
なアルゴリズムを提示した。さらに本アルゴ
リズムや通信機能ならびに端末表示機能を
実装し、位置情報認識機能を強化した非常時
緊急通信端末である ERESS プロトタイプＶ.

３．０を１０台製作した。開発したプロトタ
イプシステムの有効性を検証するため，関西
大学中央体育館などで都市域構造体モデル
などを実際に構築し，被験者総計約２００名
によりパニック型災害時避難実験を行なっ
た。この結果、本年度では昨年度不可能であ
った災害発生検知アルゴリズムのリアルタ
イム動作を実現し，災害発生の自動検出が即
時に可能であることを実証した。 

 以上、本研究は３年間の期間において当初
計画した研究課題を十分にクリアし、都市域
大規模突発性災害時の被災者緊急避難を支
援する ERESS 端末の実現に向けて大きな前
進を行ったと考える。 
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